
2000年出上の木簡
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墓
骨

汐
留
遺
跡

所
在
地
　
　
　
東
京
都
港
区
東
新
橋

一
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
六
月
１

一
九
九
三
年
七
月

発
掘
機
関
　
　
汐
留
地
区
遺
跡
調
査
会

調
査
担
当
者
　
滝
口
　
宏

。
玉
口
時
雄

・
吉
原
健

一
郎

。
段
木

一
行

・

Ｊ
．Ｅ
．キ
ダ
ー

・
中
津
由
起
子

・
丑
野
　
毅

・
小
田
静
夫

・

植
木
真
吾

。
中
山
経

一
。
長
井
光
彦

・
新
里
　
康

遺
跡
の
種
類
　
近
世
都
市

（大
名
屋
敷
）
跡

。
鉄
道
施
設
跡

遺
跡
の
年
代
　
近
世

・
近
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

汐
留
遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅

か
ら
南
東

へ
約
三
〇
〇
ｍ
離
れ

た
旧
国
鉄
汐
留
貨
物
操
車
場
跡

地
に
位
置
し
、
約
二
二
万
四
〇

〇
〇
♂
の
広
さ
を
有
し
て
い
る
。

当
地
は
近
世
初
頭
ま
で
、
江
戸

前
島
と
称
さ
れ
る
半
島
の
先
端

部
分
に
位
置
す
る
海
岸
地
域
で

あ

っ
た
。
寛
永
年
間

（
三
全
一

四
―
四
四
）
に
埋
め
立
て
が
開
始
さ
れ
、
寛
永
九
年
に
は
信
濃
飯
田
藩
脇
坂
家

下
屋
敷
、
同

一
六
年
に
は
出
羽
山
形
藩
保
科
家
、
同

一
八
年
に
は
陸
奥
仙
台
藩

伊
達
家
が
そ
れ
ぞ
れ
屋
敷
地
を
拝
領
し
、
大
名
屋
敷
と
し
て
土
地
利
用
が
開
始

さ
れ
、
明
治
時
代
に
至
る
ま
で
続
い
た
。
明
治
時
代
に
な
っ
て
新
橋
―
横
浜
間

に
鉄
道
が
開
通
す
る
と
、
交
通
の
拠
点
と
な
り
近
代
化
の
一
翼
を
担
っ
た
。

当
調
査
会
が
調
査
し
た
の
は
、
新
橋
駅
か
ら
新
交
通
シ
ス
テ
ム

（ゆ
り
か
も

め
）
建
設
部
分
に
相
当
し
、
調
査
面
積
は
約
二
万
七
〇
〇
〇
〆
で
あ
る
。
調
査

区
は
仙
台
落
伊
達
家
上
屋
敷

・
会
津
藩
保
科
家
下
屋
敷

・
江
川
太
郎
左
衛
門
大

小
砲
習
練
場
に
ま
た
が
り
、
建
物
基
礎

・
屋
敷
境

・
上
水
施
設

・
地
下
式
坑

・

配
水
施
設
な
ど
の
遺
構
や
、
豊
富
な
陶
磁
器
の
出
土
な
ど
、
近
世
大
名
の
江
戸

で
の
生
活
を
知
る
上
で
重
要
な
成
果
を
残
し
て
い
る
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、

桶

。
曲
物
な
ど
の
木
製
遺
物
や
上
水
施
設

（木
製
）
構
築
材
の

一
部
に
残
さ
れ

た
墨
書
文
字
資
料
で
あ
る
。
上
水
施
設
は
、
導
水
の
た
め
の
本
樋
と
汲
み
上

げ

・
方
向
転
換
の
た
め
の
井
戸
か
ら
な
る
。
木
樋
は
井
戸
か
ら
丼
戸
ま
で
の
間

を

一
つ
の
遺
構
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
井
戸
及
び
木
樋
に
は
通
し
番
号
を
付

し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

二
五
号
上
坑

０

　

「上
　
納
豆
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甫
蓋
×
即

ｏ盆

②

　

「□
□
の
芝
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ２

ぐ

(東京東北部 。東京東南部)



一
〇
九
号
井
戸

③

　

「
□

口
武
村

□
□
」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

甫
重

ｘ
ｍ
『

墓

四
号
木
樋

④

　

「
△
　
□
□
□
六
寸
」

八
六
号
木
樋

①

　

「
い
の
六
」
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ｏｐ

四
三
号
木
樋

⑥

　

「
い

一
　

十
四
」
　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

ｏ常

二
八
号
木
樋

０

　

「又
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ常

二
七
号
木
樋

０
　
　
「又
」
（朱
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ常

⑪
Ｏ
は
、
曲
物
の
蓋
。
納
豆
な
ど
の
食
品
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
想
定
し
て

い
る
。
ω
に
は
樹
皮
製
の
摘
み
が
付
く
。
②
は
、
手
桶

（口
径
電
ｏ目
．
底
径

楊
目
．
高
淫
トロ
・
側
板
厚
ｏ目
・
底
板
厚
Ｓ
目
）。
墨
書
は
人
枚
で
構
成
さ
れ
る
桶

側
板
外
面
に
あ
る
。
調
査
地

一
帯
は
、
芝
あ
る
い
は
芝
口
と
呼
称
さ
れ
て
い
た

の
で
、
地
名
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
釈
文
は

「□
□
の
芝
」
と
し
た

が
、
文
字
の
始
ま
り
は
不
明
。

④
ｌ
Ｏ
は
、
上
水
施
設
を
組
み
上
げ
る
た
め
の
目
印

・
符
号
的
な
も
の
で
、

い
ず
れ
も
木
樋
の
蓋
に
あ
た
る
部
材
の
端
部
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
墨

書
は
各
上
水
の
系
統
ご
と
に
様
々
な
も
の
が
み
ら
れ
る
が
、
遺
存
状
態
が
よ
く
、

代
表
的
な
も
の
の
み
を
紹
介
す
る
。
い
は
寸
法
と
推
測
さ
れ
る
。
⑤
の
部
材
の

反
対
側
の
端
部
に
は

「
い
の
五
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
系
統
の

木
樋
の
部
材
は

「
い
の
一
」
に
始
ま
る
統

一
し
た
記
号
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

他
に
、　
一
人
世
紀
前
半
か
ら

一
九
世
紀
初
頭
の
九
五
号
井
戸
桶
の
外
面
に
鬼

ら
し
き
絵
が
あ
る
。
顔
が
横
向
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
井
戸
桶
製
作
時
に
書
か

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
井
戸
桶
は
多
く
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
絵
が
書
か
れ
た
も

の
は
こ
の
一
点
だ
け
で
あ
る
。　
一
人
世
紀
後
半
は
、
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）、

寛
政
六
年

（
一
七
九
四
）、
寛
政
八
年
と
火
災
が
多
発
し
屋
敷
も
焼
失
し
て
お
り
、

「火
除
け
」
や

「魔
除
け
」
的
な
意
味
を
込
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

汐
留
地
区
遺
跡
調
査
会

『汐
留
遺
跡
』
（汐
留
遺
跡
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報

一
九
九
四
年
）

同

『汐
留
遺
跡
』
（汐
留
遺
跡
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
　
一
九
九
六
年
）

（新
里
　
康

・
長
井
光
彦
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